製造現場の意図的なルール違反とリスクアセスメント反映手法
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	評価結果

	a．意図的に安全機能等を無効化する
	Ａ　Ｂ　Ｃ

	(a)-1
	事業者が，安全カバーを付けない，安全装置を付けない
	A　B　C

	(a)-2
	作業者が，面倒がって，焦って，安全カバーを外す，無効化する，改造する
	A　B　C

	(a)-3
	作業者が，電源や機械を止めずに作業をする
	A　B　C

	b.　意図的に決められた作業手順を逸脱して，作業を行う
	Ａ　Ｂ　Ｃ

	(b)-1
	事業者が，作業者に作業手順を教えていない，手順書なしで作業をさせる
	A　B　C

	(b)-2
	作業者が，意図的に決められた手順やルールを修正，省略をする
	A　B　C

	(b)-3
	作業者が，この程度ならば大丈夫と思い込んで，手順やルールを修正，省略をする
	A　B　C

	(b)-4
	作業者が，十分に理解していないまま作業を行う
	A　B　C

	(b)-5
	作業者が，決められた保護具等を適切に使わずに作業をする
	A　B　C

	(b)-6
	手順書の使い勝手が悪い
	A　B　C

	(b)-7
	容易に危険エリアに入れる
	A　B　C

	(b)-8
	作業者が，この程度ならば大丈夫と勘違い，または思い込んで作業を行う，またはスピード オーバーする
	A　B　C

	(b)-9
	共同で作業を行う場合，作業の連携が不十分
	A　B　C

	(b)-10
	通常は，一人作業であるが，二人作業となったため，作業の連携が不十分
	A　B　C

	(b)-11
	通常は，二人作業であるが，一人で作業を行う
	A　B　C

	(b)-12
	良かれと思ってやる
	A　B　C

	(b)-13
	決められた誘導員がいないのに，作業を行う
	A　B　C

	(b)-14
	誘導員の指示や合図内容を間違える
	A　B　C

	c．近道行動をとる
	Ａ　Ｂ　Ｃ

	(c)-1
	作業者が，この程度ならば，大丈夫だと思い込んで，近道行動やスピードオーバーをする
	A　B　C

	(c)-2
	作業者が，短期間だから大丈夫と思い込んで，電源を切らずに，現場を離れる
	A　B　C

	(c)-3
	作業者が，禁止エリアに入る
	A　B　C

	(c)-4
	作業者が，適切な機械・設備が近くにないので，手短な機械・設備で代用，または人力で作 業をする
	A　B　C
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	評価結果

	d.　決められた資格・教育を無視して作業を行う
	Ａ　Ｂ　Ｃ

	(d)-1
	事業者は，作業者に決められた教育を行わない，または，法令等で決められた資格の範囲を 超えて作業をさせる
	A　B　C

	(d)-2
	事業者は，作業者が有資格者と思い込んで，または，資格を確認しないで，または法令で必 要な資格を知らないで作業をさせる
	A　B　C

	(d)-3
	事業者が，有資格者不足のため，近くの無資格者に作業をさせる
	A　B　C

	(d)-4
	作業者が，無資格のまま，または自分は有資格者だと思い込んで作業をする
	A　B　C

	(d)-5
	作業者が，法令等で必要な資格や教育を知らないまま，作業を行う
	A　B　C

	e．ヒューマンエラー（操作ミス等）
	Ａ　Ｂ　Ｃ

	(e)-1
	作業者は，類似のボタンやハンドル，または設備が並んでいるため，間違えて作業を行う
	A　B　C

	(e)-2
	作業者は，工場内の表示色や基本操作方法が統一されておらず，間違えて作業を行う
	A　B　C

	(e)-3
	作業者は，操作方法が視覚的でなく，間違えて作業を行う
	A　B　C

	(e)-4
	作業者は，同じ種類の機械であっても，メーカにより操作方法が異なっているため，間違え て作業を行う
	A　B　C

	(e)-5
	作業者は，クレーンの定格荷重量など，機械・設備の能力を間違えて作業を行う
	A　B　C

	(e)-6
	作業者は，経年劣化等のため，ボタン等の表示が判別しづらくなり，間違えて作業を行う
	A　B　C

	(e)-7
	作業者は，外国人労働者等のため，表示内容を間違えて作業を行う
	A　B　C



